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■郷土文芸誌｢文化薩摩川内｣第 20号作品募集■郷土文芸誌｢文化薩摩川内｣第 20号作品募集
応募作品 /短歌（応募作品 /短歌（五首五首）、俳句（）、俳句（五句五句）、詩（）、詩（１篇 37行以内１篇 37行以内））
　　　　　川柳（　　　　　川柳（五句五句）、さつま狂句（）、さつま狂句（五句五句）、随想（）、随想（原稿用紙６枚以内原稿用紙６枚以内））
　　　　　文芸評論・小論・創作・小説（　　　　　文芸評論・小論・創作・小説（いずれも原稿用紙 20枚以内いずれも原稿用紙 20枚以内））
応募資格 /市内に居住または通勤している方、郷土出身者応募資格 /市内に居住または通勤している方、郷土出身者
応募方法 /直接、送付　※原稿用紙の形は問いません応募方法 /直接、送付　※原稿用紙の形は問いません
応募締切 /10月 31日（応募締切 /10月 31日（木木）まで）まで
発行時期 /令和７年３月（発行時期 /令和７年３月（予定予定））
応募・問合先 /〒 895-0076 大小路町 14番５号中央図書館応募・問合先 /〒 895-0076 大小路町 14番５号中央図書館
※詳細については、図書館ホームページ（※詳細については、図書館ホームページ（お知らせお知らせ）でご確認ください。）でご確認ください。

ペットがあなたを
選んだ理由

さやかに星はきらめき 太陽とひまわり 神様のおつかい犬純平５文字で四字熟語

著 /村
むらやま
山早

さ き
紀

作 /肥
こえづか
塚奈

な な
々　

絵 /さのひろし 作 /関
せき
朝
ともゆき
之　絵 /天

あま
乃
の
壽
ことぶき

著 /すとうけんたろう 著 /塩
しお
田
た
妙
みょう
玄
げん

　10年前それぞれ別
の親戚に引き取られ
た小林姉妹。遺体で発
見された妹が保険金
殺人を行っていたとい
う疑惑がかけられる。
姉はその疑いを晴ら
すべく行動する。第21
回「このミステリーが
すごい！」大賞文庫グ
ランプリ受賞作。

　育児に生き詰まる
のはママも子どもも
悪くない。子ども特
有の体や心の動きを
知れば変わります。
カリスマ保育士てぃ
先生が、子育てが楽
になる135の言葉と
コツ＆ハウツーを4
こま漫画とともに紹
介します。

　
　小さい小さいかたちの中には、天と
地、生き物、人々の暮らしがある。古来、
日本で親しまれてきた森羅万象の美し
い文様を紹介しています。もんきりあそ
びの方法と、もんきりがた型紙集も併せ
て収録しています。

　｢戦争は、絶対にしてはいけない｣。おばあ
ちゃんからひいじいちゃんについて聞いた男
の子。ひいじいちゃんは、鹿児島の知覧から特
攻機に乗って、戦争に行き・・・。特攻隊の遺書
の読み聞かせとともに、戦争について伝える
一冊。

問　合　先

中央図書館 0996（22）3542
樋脇分館 0996（38）0009
入来分館 0996（44）5311
東郷分館 0996（42）0053
祁答院分館 0996（21）8755
里分館 09969（3）2958
上甑分館 09969（2）0031
下甑分館 09969（7）0311
鹿島分館 09969（4）2211

▲�図書館
　ホームページ

こども文様じてん
著 /下

しもなか
中菜

な ぼ
穂

爆弾になったひいじいちゃん
作 /のぶみ

レモンと殺人鬼 カリスマ保育士てぃ先生の子育てで困ったら、これやってみ！ 71歳、年金月５万円、あるもので工夫する楽しい節約生活
著 /紫

し
苑
おん

著 /くわがきあゆ 著 /てぃ先
せんせい
生

　子どもたちが独立
してから小さな中古
住宅を買う。年金は
わずか５万円。それ
でも今が一番幸せ。
少ない年金を工夫と
アイディアでやりく
りする。実は楽しく
心豊かな節約生活を
つづる。
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　文字通り、その人の隣にいて、思いに寄り添うことや
人柄を表す言葉「人となり」をイメージしたコーナーで、
人物や活動の紹介だけでなく、その人の思いにスポット
を当てることを目的としています。

　「人のとなりに」とは…

成な
り

松ま
つ

　由ゆ

香か

里り

さ
ん

　
今
年
の
４
月
か
ら
、
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
が
改
正

さ
れ
、
事
業
者
に
よ
る
障
害
の
あ
る
人
へ
の

合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
の
も
と
、
障
害
の
あ
る
方
へ
の
就
労

支
援
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
行

う
方
の
思
い
に
寄
り
添
い
ま
す
。

地
域
で
の
就
労
支
援

　
現
在
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

所「
み
ん
ね
」の
管
理
者
を
務
め
る
成

松
さ
ん
。
西
向
田
町
の
ア
ー
ケ
ー
ド

街
に
、
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
で
ポ
ッ
プ

な
雰
囲
気
の
店
舗
を
構
え
る「
ジ
ェ

リ
ー
ズ
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
」を
運
営
し

て
い
ま
す
。

　
創
業
前
は
病
院
で
作
業
療
法
士
と

し
て
勤
務
し
て
い
た
と
い
う
成
松
さ

ん
。｢

作
業
療
法
士
と
し
て
育
て
て
く

れ
た
恩
師
が
、
重
い
病
を
患
い
、
私

に『
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
事
を
地

域
で
展
開
し
た
い
が
、
自
分
に
は
も

う
体
力
が
残
っ
て
い
な
い
』と
話
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
恩
返
し
が
し

た
い
と
思
い
、
作
業
療
法
を
生
か
す

こ
と
が
で
き
る『
地
域
で
の
就
労
支

援
』を
決
意
し
ま
し
た｣

と
、
創
業
の

き
っ
か
け
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
成
松
さ
ん
は
市
の
創
業
ス

ク
ー
ル
に
通
っ
て
、
経
営
の
基
礎
を

学
び
、
創
業
に
至
っ
た
そ
う
で
す
。

個
性
を
尊
重

　「
み
ん
ね
」で
は
時
間
を
か
け
て
丁

寧
に
作
業
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て

い
る
そ
う
で
す
。
決
し
て
急
か
さ
ず
、

個
々
の
障
害
の
特
性
や
ス
キ
ル
を
見

極
め
た
適
切
な
支
援
を
行
い
、
見

守
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
事
業
内
容
を
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
製

造
販
売
に
決
め
た
理
由
は
、
工
程
の

多
さ
。

　「
毎
日
全
員
で
作
業
分
担
を
し
、

ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
袋
詰
め
や
シ
ー

ル
貼
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な

分
野
を
担
当
し
な
が
ら
作
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
」と
言
い
ま
す
。

　｢

接
客
を
通
し
て
、
対
面
で
お
客

さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
な
ど
、
主
体
的
に
動
い
て
も
ら
う

よ
う
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

か
ら
も『
生
き
る
力
』や『
可
能
性
』を

育
て
て
い
き
た
い
で
す｣

と
話
し
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
が
主
体
で

あ
る
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
支

援
の
方
法
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

場
所
に
こ
だ
わ
る

　「
店
舗
を
つ
く
る
際
、
一
番
こ
だ

わ
っ
た
の
は
場
所
。
お
店
の
み
ん
な

が
自
然
と
ま
ち
や
地
域
住
民
の
方
に

溶
け
込
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
、
郊
外

で
は
な
く
ま
ち
の
中
心
地
で
あ
る

ア
ー
ケ
ー
ド
街
を
選
ん
だ
」と
語
る

成
松
さ
ん
。

　｢

店
舗
名
の『
み
ん
ね
』は
、
鹿
児

島
で
声
掛
け
の
際
に
使
う
言
葉
で
、

誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
空
間
に

し
た
い
と
思
い
、
名
付
け
ま
し
た
。

実
際
に
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す｣

と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

誰
も
が

取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に

　「
仕
事
を
す
る
上
で『
楽
し
い
』と

感
じ
る
こ
と
は
、
働
く
メ
ン
バ
ー
の

成
長
を
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
」だ
と
言
い
ま
す
。「
み
ん
ね
」で

は
、
地
元
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
け
入
れ
や
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に

月
１
回
参
加
す
る
な
ど
、
メ
ン
バ
ー

が
た
く
さ
ん
の
人
と
触
れ
合
え
る
機

会
を
積
極
的
に
設
け
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
成
松
さ
ん
は
、「
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
通
し
て
、『
で
き
な
い
』か
ら『
で

き
る
』瞬
間
を
間
近
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
瞬
間
を
も
っ
と
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
支
援
を

し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

▲
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
袋
詰
め
す
る
様
子

▲作業する様子
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東郷学園義務教育学校が最優秀賞受賞 国を超えた交流を
　６月１日（土）、県自治会館（鹿児島市）で、県ＰＴＡ
広報紙コンクールの表彰が行われ、中学校・義務教
育学校の部で、東郷学園義務教育学校が最優秀賞を
受賞しました。
　今回の受賞は、９年間の教育期間の利点を活かし、
１年生から９年生
までの児童生徒の
変容や成長ぶりが
よく分かる紙面づ
くりが評価された
ものです。

　６月３日（月）、友好都市である大韓民国昌
しょう

寧
ねい

郡
ぐん

か
ら、団長の成

ソン

樂
ナ

仁
ギン

郡守を始めとする韓国昌寧郡来日
団 13人が、本市を訪問されました。　　
　２泊３日の行程では、川内港背後地や閉校跡地利
用事業などの視察を行いました。昌寧郡とは子ども
たちのスポーツ交流も行っていて、今年度も実施を
予定しています。相互交流を通して、意見交換や市
の取り組
みを海外
にも発信
していき
ます。

　５月 27 日（月）、令和５年度におけるふるさと納
税返礼品アワードの授賞式を実施しました。
　これは返礼品の中から発注実績や企画が優れた返
礼品を表彰するもので、販路拡大やより良い返礼品
の創出を目的としています。　
　最優秀賞を
受賞した丸武
産業㈱の紺

こん

糸
いと

威
おどし

仏
ほとけ

二
に

枚
まい

胴
どう

（兜）を含む８
点の返礼品が
表彰されまし
た。

向田地域のにぎわい創出に向けて
　５月27日（月）、センノオト（若松町）で、向田地域
元気復活協議会の主催により、向田地域の活性化に取
り組む関係者と市長の意見交換会が開催されました。
　市長からは、向田地域の活性化に向けた市の取り組
みや施策の方向性についての説明を行いました。今後
のにぎわい創出に向け、活発な意見交換の場となりま
した。

　５月29日（水）、サンアリーナせんだいで、第17回
小学校綱引競技大会を開催しました。
　市内24校の小学校・義務教育学校の６年生を中心に
930人が参加し、学級対抗で全42試合が行われました。
　審判の合図で選手は姿勢を低くしたフォームで綱
を引きました。他の児童や保護者からは大きな声援が
送られ、会場全体は大いに盛り上がりました。

みんなで力を合わせた綱引大会ふるさと納税でまちの活性化を

「　　　　　」に
投稿ください。

投稿方法
①タイトル（11文字程度）　 ②本文（140文字程度）

 ③投稿者名　 ④連絡先　 ⑤写真１枚～３枚
を添えて、秘書広報課までメールで投稿ください。
メールアドレス／koho@city.satsumasendai.lg.jp

※内容やスペースの都合により掲載できない場合も
　ありますので、あらかじめご了承ください。

　まちの話題は、市民の皆さんからいただいた
情報により、身近な話題を掲載しています。
　皆さんからのたくさんの投稿お待ちしています。

162024.7.10 広報

　６月 11 日（火）、鹿児島県美容生活衛生同業組合
から市内の小・中・義務教育学校へ手作り雑巾 1,020
枚の寄付があり、贈呈式を行いました。
　この雑巾は美容室で使用済みとなったタオルのリ
サイクル活用を目
的としたものです。
川内小学校の児童
2 人が代表して受
け取り、｢学校の掃
除などで大切に使
います｣と感謝を
述べました。

　６月５日（水）、本庁で、市社会福祉協議会と災害
ボランティアセンターの設置・運営などに関する協
定調印式を行いました。
　これまでも両者が連携して災害時の支援を行う体
制はありましたが、本協定締結により、ボランティ
ア活動の実施に必要な情報を速やかに共有するなど
のより具
体的で確
実な支援
体制を構
築してい
きます。

ＳＤＧｓを目指して廃棄タオルを再利用 熱戦！里自治会対抗バレーボール大会
　６月２日（日）、里地区で、第 53回｢里自治会対抗
バレーボール大会｣を開催しました。
　当日は、薗上、薗中、薗下、村西、村東の５つの
自治会が白熱した試合を繰り広げました。会場はこ
れまでにないほどの熱気に包まれ、薗上自治会が 36
年ぶりとなる優勝を飾りました。

　６月 10日（月）、サンアリーナせんだいで、バレー
ボール男子ブラジル代表チームの歓迎式を行いました。
　ブラジル代表チームは世界ランキング上位で、パ
リ五輪出場権も獲得している強豪チームです。　　
　今回の合宿は、ＦＩＶＢバレーボールネーション
ズリーグ 2024 に向けたもので、ベルナルド・レゼ
ンデ監督は｢食
事や温泉を楽
しみながら練
習に励み、ま
た本市で合宿
をしたい｣と述
べました。

バレーボール男子ブラジル代表チームが初合宿

安全の約束を結んでプール開き

　６月２日（日）、この春開校した祁答院小学校で市
誕生 20 周年・開校記念第１回春季大運動会を開催
しました。
　多くの来賓や保護者に見守られながら、児童たち
は玉入れや徒競走などの競技に一生懸命取り組みま
した。また、｢地域対抗綱引」では、地区のＰＴＡと
職員の全６チームが競い合い、会場は大いに盛り上
がりました。

初めての大運動会

　６月６日（木）、城上幼稚園で、プール開きを行い
ました。４人の園児が参加し、園長と｢走らない｣｢押
さない｣などのプール遊びの約束を確認しました。
　プール遊びでは、昨年、プールに入ることが怖かっ
た園児も勇気を出してプールに入り、成長した姿を
見せてくれました。

災害時のボランティア活動支援に向けて

【情報提供：里地区コミュニティ協議会】
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…
日
時
・
期
間
・
期
日
　

…
場

所
　

…
内
容
　

…
講
師
・
相
談

員
　

…
対
象
　

…
定
員
　

…

受
講
料
・
参
加
料
　

…
出
演
　

…
準
備
す
る
物
　

…
申
込
期
間
　

…
申
込
方
法
　

…
募
集
住
宅
　

…
抽
選
日
・
抽
選
場
所
　

…
販

売
日
時
・
販
売
先
　

…
そ
の
他
　

…
託
児
　

…
資
格
　

…
問
合

先
　

…
申
込
先
・
提
出
先
・
届
出

先
　

…
電
話
番
号
　

…
内
線

…
フ
ァ
ク
ス
番
号
　

…
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
　

…
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

…
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト

夏
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
イ
ズ

７
月
20
日（
土
）～
９
月
１
日（
日
）

９
時
～
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

※
月
曜
日
は
休
館（
８
月
12
日
は
開
館
）

川
内
歴
史
資
料
館
、
川
内
ま
ご
こ

ろ
文
学
館

展
示
見
学
、
ク
イ
ズ

小
中
学
生
と
そ
の
家
族

※
参
加
無
料（
別
途
入
館
料
が
必
要
）

※�

小
中
高
生
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
入
館
無
料

▼�

川
内
歴
史
資
料
館
　
　
　
　
　

（
20
）２
３
４
４

　
▼�

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館
　
　
　

（
25
）５
５
８
０

阿あ

弥み

陀だ

堂ど
う

祭ま
つ
り

７
月
21
日（
日
）９
時
～
11
時

長
崎
公
民
館（
高
江
町
）

県
指
定
文
化
財
で
あ
る｢

阿
弥
陀

如に
ょ

来ら
い

坐ざ

像ぞ
う

１
軀く

両
脇わ
き

侍じ

像ぞ
う

２
軀｣

の

一
般
公
開

※
入
場
無
料

長
崎
自
治
会
会
長
　
古ふ
る

城じ
ょ
う

０
９
０（
３
１
９
９
）８
８
６
１

川
内
歴
史
資
料
館
事
業

終
戦
記
念
展
示
コ
ー
ナ
ー

｢

戦
時
下
の
郷
土
と
人
々｣

７
月
23
日（
火
）～
９
月
29
日（
日
）

戦
時
体
制
下
の
人
々
の
暮
ら
し
の

変
化
を
紹
介

▼
大
人
＝
２
０
０
円

　
▼
小
中
高
生
＝
１
０
０
円

※�

小
中
高
生
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
入
館
無
料

体
験
教
室｢

ミ
ニ
本
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う｣

【
要
申
込
】

８
月
４
日（
日
）

▼
１
回
目
＝
９
時
30
分
～
11
時

▼
２
回
目
＝
13
時
～
14
時
30
分

本
の
作
り
方
を
学
び
、
ミ
ニ
本
製
作

ど
な
た
で
も
可（
小
学
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

各
回
先
着
10
人

１
０
０
円

７
月
20
日（
土
）～
８
月
３
日（
土
）

夏
休
み
課
題
応
援

｢

勾ま
が

玉た
ま

を
調
べ
て
！
作
ろ
う
！｣

【
要
申
込
】

８
月
６
日（
火
）、
７
日（
水
）

９
時
30
分
～
12
時

勾
玉
に
つ
い
て
調
べ
、
滑
石
を
磨

い
て
勾
玉
作
り

小
中
学
生（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
）各

日
15
人

２
５
０
円（
参
加
費
）

７
月
20
日（
土
）～
８
月
４
日（
日
）

工
作
教
室｢

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
風

ア
ー
ト｣

【
要
申
込
】

８
月
14
日（
水
）、
15
日（
木
）

９
時
30
分
～
12
時

ガ
ラ
ス
絵
の
具
を
使
っ
た
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
風
の
壁
飾
り
作
り

ど
な
た
で
も
可（
小
学
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

各
日
12
人

４
０
０
円（
参
加
費
）

７
月
20
日（
土
）～
８
月
13
日（
火
）

川
内
歴
史
資
料
館

直
接
、
電
話

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

薩
摩
川
内
市
誕
生
20
周
年
記
念

入
来
楽
市｢

浴
衣
と
フ
ラ
ダ

ン
ス
の
夕
べ｣

７
月
28
日（
日
）17
時
～
20
時

入
来
麓
交
流
館

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
地
元
特
産

品
、
手
作
り
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
販
売
、

ア
ロ
マ
体
験
な
ど

※�

浴
衣
レ
ン
タ
ル
と
着
付
け
＝
２
０

０
０
円

※
着
付
け
の
み
＝
１
０
０
０
円

入
来
楽
市
実
行
委
員
会
　
石い
し

神が
み

０
９
０（
１
１
９
７
）９
１
５
７

ま
ち
づ
く
り
公
社
事
業

夏
休
み
書
道
教
室【
要
申
込
】

①
＝
８
月
５
日（
月
）10
時
～
11
時
30
分

　
②
＝
８
月
６
日（
火
）13
時
30
分
～
15
時

①
＝
セ
ン
ノ
オ
ト（
若
松
町
）

　
②
＝
入
来
文
化
ホ
ー
ル

夏
休
み
課
題
の
練
習
と
清
書

ま
ち
づ
く
り
公
社
職
員（
南
日
本

書
道
会
師
範
）

①
＝
小
学
３
年
生
～
６
年
生

　
②
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

各
回
10
人

書
道
道
具
、
課
題
の
手
本
、
新
聞

紙
、
手
拭
き
タ
オ
ル

華は
な

美び

棒ぼ
う

を
作
ろ
う【
要
申
込
】

①
＝�

８
月
５
日（
月
）13
時
30
分
～

14
時

　
②
＝�
８
月
５
日（
月
）14
時
～
14
時

30
分

　
③
＝�

８
月
６
日（
火
）10
時
30
分
～

11
時

�

①
、
②
＝
セ
ン
ノ
オ
ト（
若
松
町
）

③
＝
入
来
文
化
ホ
ー
ル

竹
棒
と
色
紙
を
使
っ
た
簡
単
な
お

も
ち
ゃ
作
り

小
学
生（
保
護
者
同
伴
）

各
回
６
人

７
月
22
日（
月
）～
31
日（
水
）

各
回
１
０
０
円

上
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

※
１
回
に
複
数
人
の
申
し
込
み
不
可

薩󠄀󠄀
󠄀
󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀









公
社
総
務
課
事
業
係

（
42
）１
１
８
１

夏
の
に
ぎ
わ
い

　
　
　
　
　

～
こ
ど
も
祭
to
盆
お
ど
り
～

第
１
部｢

こ
ど
も
祭｣

８
月
４
日（
日
）16
時
～

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

各
種
文
化
活
動
の
披
露
、
展
示
、

プ
チ
韓
国
フ
ェ
ア

韓
国
の
少
年
少
女
合
唱
団

第
２
部｢

盆
踊
り｣

８
月
４
日（
日
）18
時
～

※
小
雨
決
行

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト

▲�申込フォーム
　（夏休み書道教室）

▲�申込フォーム
　（華美棒を作ろう）

182024.7.10 広報

川
内
駅
西
口
広
場

盆
踊
り
の
体
験
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

な
ど
の
出
店
、
プ
チ
韓
国
フ
ェ
ア

ど
な
た
で
も
可

※
参
加
無
料

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
薩󠄀󠄀
摩
川
内
市
文
化
協

会
　
吉よ

し

永な
が

０
８
０（
６
８
４
９
）０
８
９
９

フ
ァ
ミ
リ
ー
自
然
体
験
隊（
夏
）

【
要
申
込
】

８
月
25
日（
日
）９
時
～
13
時
45
分

少
年
自
然
の
家

竹
の
器
な
ど
の
工
作
、
縁
日
体

験
、
そ
う
め
ん
流
し

市
内
に
居
住
し
、
小
学
生
以
下
の

子
ど
も
が
い
る
家
族

７
家
族

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

８
０
０
円（
１
人
）

※
３
歳
以
下
は
４
０
０
円

活
動
に
適
し
た
服
装
、
軍
手
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
、
浴
衣
、
雨
具（
雨

天
時
）

※
浴
衣
は
準
備
で
き
る
方

７
月
23
日（
火
）～
８
月
８
日（
木
）

上
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
、
電
話

※
電
話
受
付
は
９
時
～
17
時

少
年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４

募
集

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

（
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

▼�

川
内
地
域
＝
宮
里
城
、
城
上
、
草

道
下
、
中
村
、
桜
井
、
東
上
川
内
、

百
次
、
横
馬
場
市
営
、
勝
目
一
般

▼
樋
脇
地
域
＝
八
幡
、
向
湯
第
１

▼�

入
来
地
域
＝
小
路
、
舟
越
、　
　

立
山
一
般

▼�

東
郷
地
域
＝
前
原
、
川
口
、
竹
下
、

フ
レ
グ
ラ
ン
ス
紅
梅

▼�

祁
答
院
地
域
＝
藍
屋
、
会
田
、　

砂
石
、
早
馬
、
麓
東
特
公
賃

▼
里
地
域
＝
笠
掛

▼
上
甑
地
域
＝
上
甑
宮
田
、
江
石

▼
下
甑
地
域
＝
手
打
港

▼
鹿
島
地
域
＝
鹿
島
宮
田

７
月
25
日（
木
）必
着

市

に
掲
載
ま
た
は
、

の
各
所

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
直
接
、
送
付

７
月
30
日（
火
）10
時
～
川
内
地
域

は
本
庁
６
階
６
０
４
会
議
室
、
東
部

区
域
と
甑
島
区
域
は

の
各
所

※
す
ぐ
に
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

※�

詳
し
く
は
市

に
掲
載
お
よ
び

の
各
所
に
備
え
付
け
の
募
集
案
内

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

募
集

▲�イベント申込
フォーム

各
回
８
０
０
円

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

（
厚
手
の
バ
ス
タ
オ
ル
代
用
可
）

直
接
、
電
話

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

（
27
）８
４
５
５

市
民
大
学

ワ
ー
ド
活
用
講
座

８
月
22
日
～
９
月
19
日
の
各
木
曜

日（
全
５
回
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

図
形
描
画
の
機
能
で
イ
ラ
ス
ト
を

含
ん
だ
文
書
作
成

基
本
的
な
ワ
ー
ド
操
作
が
可
能
な
方

15
人

※
パ
ソ
コ
ン
は
準
備
し
ま
す
。

１
０
０
０
円

※
別
途
資
料
代
が
必
要

世
界
が
広
が
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座

９
月
３
日
～
24
日
の
各
火
曜
日（
全

４
回
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
操
作
や
写
真
な
ど

の
撮
り
方
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

の
活
用
方
法

10
人

※
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
準
備
し
ま
す
。

１
０
０
０
円

中
央
公
民
館

７
月
26
日（
金
）必
着

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

連
絡
先
を
明
記
の
上
、は
が
き
、フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル

※�

受
講
の
決
定
は
、
文
書
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

〒
８
９
５
‐
０
０
７
６
　
大
小
路

町
14
番
５
号
　
中
央
公
民
館

（
22
）７
２
５
１

（
20
）１
３
３
１

shakai@
city.satsum

asendai.lg.jp

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

校
委
託
訓
練
生

　
　
　
　
　

介
護
・
福
祉
科（
実
務
者
研
修
）

９
月
10
日（
火
）～
令
和
７
年
３
月

７
日（
金
）�

峰
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー（
高
江
町
）

介
護
の
学
科
、
実
技
お
よ
び
施
設

実
習
な
ど

※
介
護
福
祉
士
養
成
講
座

24
人

８
月
16
日（
金
）ま
で

選
考
試
験
日
は
、
８
月
27
日（
火
）

雇
用
保
険
受
給
資
格
者（
優
先
）ま

た
は
再
就
職
の
意
欲
が
高
く
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
受
講
推
薦
な

ど
が
受
け
ら
れ
る
方

※
受
講
無
料

※�

テ
キ
ス
ト
代
と
訓
練
生
総
合
保
険

料
は
自
己
負
担

※�

選
考
場
所
は
、
県
立
宮
之
城
高
等

技
術
専
門
校

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

（
53
）０
２
０
７

▼�

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営
住

宅
管
理
事
務
所

　
（
25
）１
９
０
０

▼�

東
部
区
域（
樋
脇
・
入
来
・
東
郷
・

祁
答
院
地
域
）＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
37
）２
５
３
３

▼�

甑
島
区
域
＝
㈱
水
建
シ
ス
テ
ム
甑

島
地
域
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

　

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
ヨ
ガ
教
室

は
じ
め
て
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス

８
月
５
日
、
12
日
、
26
日
の
各
月
曜

日（
全
３
回
）19
時
30
分
～
20
時
30
分

初
心
者
向
け
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス

８
月
１
日（
木
）ま
で

太
陽
と
月
の
ヨ
ガ

８
月
10
日
、
17
日
、
31
日
の
各
土

曜
日（
全
３
回
）14
時
～
15
時

８
月
５
日（
月
）ま
で

ア
ロ
マ
で
ヒ
ー
リ
ン
グ
ヨ
ガ

９
月
５
日
、
12
日
、
26
日
の
各
木
曜

日（
全
３
回
）20
時
30
分
～
21
時
30
分

９
月
１
日（
日
）ま
で

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

福ふ
く

永な
が

智と
も

子こ

氏

18
歳
以
上（
高
校
生
除
く
）

各
回
先
着
20
人

▲市
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が
有
効
期
限
と
な
り
ま
す
）

※�

就
学
の
た
め
に
他
市
町
村
へ
転
居

し
、
マ
ル
学
被
保
険
者
証
が
必
要

な
方
は
、
在
学
証
明
書
を
ご
持
参

い
た
だ
き
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

本
庁
保
険
年
金
課
国
保
Ｇ（

２
８
４
１
～
２
８
４
３
）ま
た
は
各

支
所
、
甑
島
振
興
局

国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　

限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新

　
入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受

診
さ
れ
る
際
に
、｢

限
度
額
適
用
認

定
証｣

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、

保
険
適
用
分
の
医
療
費
の
窓
口
負
担

額
が
、
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
の
支
払
い
で
済
み
ま
す
。

ま
た
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に

は
、
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
と
な
り
、
入
院
時
の
食

事
代
を
減
額
す
る｢

限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証｣

が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　
交
付
が
必
要
な
方
は
、
申
請
が
必

要
で
す
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用

す
れ
ば
、
申
請
の
手
続
き
な
く
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
る
支
払
い
が
免

除
さ
れ
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
保
険
証

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
長
期
入

院
該
当
者
な
ど
は
申
請
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
）

※�
申
請
は
７
月
か
ら
事
前
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※�

事
前
申
請
分
の
認
定
証
の
交
付
は

８
月
以
降
に
な
り
ま
す
。

本
庁
保
険
年
金
課
国
保
Ｇ（

２
８
４
１
～
２
８
４
３
）ま
た
は
各

支
所
、
甑
島
振
興
局

ふ
る
さ
と
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

７
月
28
日（
日
）６
時
～
８
時

※�

実
施
日
時
に
つ
い
て
は
、
各
地
域

で
異
な
り
ま
す
。

※�

雨
天
な
ど
の
場
合
は
、
各
自
治
会

で
の
実
施
判
断
と
な
り
ま
す
。

年
に
１
回
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
ま

ち
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
気
持
ち

を
ひ
と
つ
に
し
て
行
う
美
化
活
動
で

す
。
ふ
る
さ
と
意
識
や
環
境
意
識
を

高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
実
施
方
法
は
各
自
治
会
単
位
で
の

年
齢
、
連
絡
先
、
応
募
動
機
を
明
記

の
上
、
メ
ー
ル
、
送
付
、
フ
ァ
ク
ス

〒
８
９
５-

０
０
７
６
　
大
小

路
町
14
番
５
号
　
社
会
教
育
課
社
会

教
育
Ｇ（
中
央
公
民
館
内
）

（
22
）７
２
５
１

（
20
）１
３
３
１

shakai@
city.

　
　
　satsum

asendai.lg.jp

相
談

｢
健
康
づ
く
り｣

の
お
手
伝
い

【
要
申
込
】

保
健
師
、
栄
養
士
お
よ
び
歯
科
衛

生
士
な
ど
が
企
業
や
事
業
所
を
訪
問

し
健
康
講
話
を
実
施

※
講
師
派
遣
無
料

直
接
、
電
話
、
メ
ー
ル

市
民
健
康
課
健
康
増
進
第
１

Ｇ（
川
内
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

（
22
）８
８
１
１�

kenzou1@
city.

　
　
　satsum

asendai.lg.jp

お
知
ら
せ

鳥
獣
被
害
防
止
施
設
導
入
事
業

　
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
な
ど
に
よ
る
農

林
産
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、

鳥
獣
被
害
防
止
施
設（
電
気
柵
な
ど
）

を
設
置
す
る
方
で
、
次
の
要
件
を
満

た
す
場
合
は
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

鳥
獣
被
害
防
止
施
設
を
設
置
す
る

市
公
認
観
光
ガ
イ
ド
に
な
る

た
め
の
研
修
会

座
学
講
習

９
月
19
日（
木
）13
時
～
15
時

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

ガ
イ
ド
の
基
礎（
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
な
ど
）

こ
し
き
ツ
ア
ー
ズ（
株
）代
表
取
締

役
　
斎さ

い

藤と
う

智と
も

顕あ
き

氏

実
地
講
習

９
月
19
日（
木
）15
時
30
分
～
17
時

新
田
神
社（
宮
内
町
）

新
田
神
社
、
可
愛
山
陵
の
散
策

市
公
認
観
光
ガ
イ
ド
　
財た
か
ら

部べ

和か
ず

幸ゆ
き

氏

本
市
に
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る

18
歳
以
上
の
方
、
す
べ
て
の
研
修
会

に
参
加
で
き
る
方

※
12
月
に
安
全
講
習
を
実
施
予
定

９
月
12
日（
木
）必
着�

電
話
、
メ
ー
ル

薩󠄀󠄀
摩
川
内
市
観
光
物
産
協
会

（
23
）９
８
８
９

kanko@
cocoro-

　
　
　satsum

asendai.co.jp

二
十
歳
の
つ
ど
い
実
行
委
員

企
画
・
準
備
、
つ
ど
い
当
日
の
運
営

令
和
６
年
度
に
20
歳
で
、
実
行
委

員
会
お
よ
び
二
十
歳
の
つ
ど
い
に
参

加
で
き
る
方

10
人
程
度

７
月
29
日（
月
）ま
で

任
意
の
様
式
に
、
住
所
、
氏
名
、

農
地
な
ど
の
面
積
が
１
０
０
０
㎡
以
上

あ
る
市
内
居
住
の
個
人
ま
た
は
団
体

※�

市
外
居
住
の
方
で
も
、
市
内
居
住

の
方
と
団
体
で
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※�

今
後
の
作
付
へ
の
被
害
を
軽
減
す

る
観
点
か
ら
、
既
に
作
付
が
終
了

し
た
農
地
で
あ
っ
て
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
事
前
着
工
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

※�

そ
の
他
の
要
件
、
補
助
率
、
申
請

手
続
き
、
必
要
書
類
な
ど
の
詳
細

は
、
申
し
込
み
の
際
に
ご
案
内
し

ま
す
。

本
庁
４
階
農
業
政
策
課
、
各
支
所
、

甑
島
振
興
局
へ
直
接

本
庁
農
業
政
策
課
農
政
Ｇ（

４
２
２
２
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

　
新
し
い｢

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証｣

を
７
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま

す
。現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証（
オ

レ
ン
ジ
色
）は
、
８
月
１
日
以
降
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※�

新
し
い
被
保
険
者
証（
紫
色
）の
有

効
期
限
は
、
令
和
７
年
７
月
31
日

ま
で（
令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で

に
75
歳
に
到
達
さ
れ
る
方
は
、
誕

生
日
の
前
日
ま
で
、
令
和
７
年
７

月
31
日
ま
で
に
70
歳
に
到
達
さ
れ

る
方
は
誕
生
月
の
月
末（
１
日
が

誕
生
日
の
方
は
そ
の
前
日
ま
で
）

相
談

治
療
と
仕
事
の
た
め
の
両
立
支
援

無
料
相
談
窓
口【
要
申
込
】

毎
月
第
４
木
曜
日
13
時
～
15
時

※
祝
日
は
休
み

※
申
し
込
み
が
な
い
場
合
は
中
止

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院（
永

利
町
）

治
療
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
た
め

に
利
用
で
き
る
制
度
や
傷
病
手
当
金

な
ど
の
社
会
保
険
の
手
続
き
、
休
職

や
復
職
の
相
談
な
ど

（
22
）１
１
１
１

お
知
ら
せ

家
庭
用
飲
用
井
戸
等
整
備
支
援

事
業
補
助
金

家
庭
用
飲
用
井
戸
を
設
置
す
る
場

合
の
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
な
ど
の
費
用

の
一
部
補
助

相
談

お
知
ら
せ

交付対象年齢および交付条件 手続きに必要なもの

・申請時に、国民健康保険税��
　に未納がないこと
※70歳以上74歳未満の場合
（上記条件に加えて）
・�世帯主および国民健康保険被
保険者全員の令和6年度市民
税が非課税であること
・�被保険者証の負担割合が「3
割」かつ課税所得が690万円
未満であること

・国民健康保険被保険者証
・�市民税非課税世帯の方で過
去１年間の入院日数が90日
を超える場合は、入院日数
が確認できる領収書や入院
期間証明書
・来庁者の身分証明書
��（代理人の申請の場合）

202024.7.10 広報

定
額
減
税
補
足
給
付
金

　

（
調
整
給
付
）

　
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合

経
済
対
策
に
お
け
る
物
価
高
へ
の
支

援
の
一
環
と
し
て
、
６
月
以
降
、
１

人
あ
た
り
計
４
万
円（
所
得
税
３
万

円
＋
個
人
住
民
税
所
得
割
１
万
円
）

が
定
額
減
税
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
際
、
定
額
減
税
し
き
れ
な
い

と
見
込
ま
れ
る
方
に
対
し
て
、
定
額

減
税
し
き
れ
な
い
額
を
１
万
円
単
位

に
切
り
上
げ
て
算
定
し
た｢

調
整
給

付
金｣

を
支
給
し
ま
す
。

次
の
①
～
③
の
要
件
を
全
て
満
た

す
方

①�

１
月
１
日
時
点
で
本
市
に
住
所
を

有
す
る
方

※�

１
月
２
日
以
降
に
本
市
へ
転
入
さ

れ
た
方
は
、
原
則
、
以
前
居
住
し

て
い
た
市
区
町
村
か
ら
の
給
付
に

な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
以
前
居
住
し
て
い
た
市
区

町
村
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②�

合
計
所
得
金
額
が
１
８
０
５
万
円

以
下
の
方

③�

所
得
税
と
個
人
住
民
税
所
得
割
の

少
な
く
と
も
一
方
を
納
め
、
定
額

減
税
し
き
れ
な
い
額
が
生
じ
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
方

市
か
ら
送
付
さ
れ
た
確
認
書
の
内

容
を
確
認
後
、
返
送

※�

確
認
書
は
発
送
準
備
が
で
き
次
第
、

送
付
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
市

を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

本
庁
定
額
減
税
補
足
給
付
金
等
支

給
事
務
局

（
23
）５
８
３
１

食
育
・
地
産
地
消
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト

今
後
、
地
元
の
農
林
水
産
物
の
利

用
お
よ
び
消
費
拡
大
を
促
進
す
る
た

め
、
食
育
や
地
産
地
消
に
つ
い
て
調

査
す
る
も
の
。

本
市
に
住
所
を
有
す
る
方

７
月
31
日（
水
）ま
で

市

上
の
回
答
フ
ォ
ー
ム

※�

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ
い

た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
40
人
に
つ

ん
Ｐ
ａ
ｙ
で
利
用
で
き
る
地
域
デ

ジ
タ
ル
通
貨（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ポ
イ
ン

ト
５
０
０
円
分
）を
贈
呈
し
ま
す
。

本
庁
農
業
政
策
課
企
画
総
務
・

六
次
化
Ｇ（

４
２
１
２
）

助
成
額

▼
オ
ス
＝
１
頭
５
０
０
０
円

▼
メ
ス
＝
１
頭
１
万
円

※�

１
団
体
に
つ
き
、
お
お
む
ね
10
万

円
を
目
安
と
し
ま
す
。

※�

助
成
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、

団
体
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

市

ま
た
は
本
庁
４
階
環
境
課

に
備
え
付
け
の
申
請
書
類
を
準
備
の

上
、
直
接

本
庁
環
境
課
生
活
環
境
Ｇ（

４
３
３
3
）

浄
化
槽
の
適
切
な
維
持
管
理
を

　
浄
化
槽
は
保
守
点
検
、
清
掃
、
法

定
検
査
が
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
活
か
ら
排
出
さ
れ
た
汚

水
を
浄
化
し
、
き
れ
い
な
水
に
し
て

流
す
こ
と
が
で
き
る
装
置
で
す
。

　
保
守
点
検
、
清
掃
の
維
持
管
理
と

は
別
に
、
県
の
指
定
を
受
け
た（
公

財
）鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会
が
行

う
法
定
検
査
が
、
毎
年
１
回
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
県

を
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼�

県
生
活
排
水
対
策
室
　
　
　
　

０
９
９（
２
８
６
）３
６
８
５

実
施
と
な
り
ま
す
。
集
合
場
所
、
作

業
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
自
治

会
長
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

本
庁
環
境
課
廃
棄
物
政
策
Ｇ（

４
３
４
１
）

地
域
猫
不
妊
・

　
　
　
　
　

去
勢
手
術
費
用
助
成
金

地
域
猫
に
係
る
不
妊
・
去
勢
手
術

費
用
の
一
部
助
成

※�

地
域
猫
と
は
、
地
域
の
有
志
が
地

域
住
民
ま
た
は
施
設
管
理
者
の
理

解
と
協
力
を
得
た
上
で
、
餌
場
の

管
理
、
ふ
ん
尿
の
後
始
末
な
ど
一

定
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
飼
育
・
管

理
す
る
特
定
の
飼
い
主
が
い
な
い

猫
の
こ
と

次
の
①
～
④
の
要
件
を
全
て
満
た

す
団
体

①�

市
内
に
居
住
し
、
か
つ
異
な
る
世

帯
に
属
す
る
３
人
以
上
の
成
人

（
高
校
生
を
除
く
）に
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
る
こ
と

②�

特
定
の
地
域
、
場
所
で
活
動
し
て

い
る
こ
と

③�

近
接
自
治
会
な
ど
の
同
意
が
得
ら

れ
て
い
る
こ
と

④�

構
成
員
に
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
こ
と

市
内
動
物
病
院
で
手
術
を
実
施
す

る
こ
と
、
か
つ
、
手
術
後
元
の
場
所

に
戻
す
時
点
で
、
新
た
な
飼
い
主
へ

の
譲
渡
が
決
定
し
て
い
な
い
こ
と

　
▼�（
公
財
）鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会

０
９
９（
２
９
６
）９
０
０
０

ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当

次
の
①
～
③
の
要
件
を
全
て
満
た

す
方

①�

在
宅
の
要
介
護
高
齢
者
・
介
護
者

共
に
本
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有

し
て
い
る
こ
と

②�

要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ
れ

た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
、
基
準

日（
令
和
６
年
８
月
１
日
）か
ら
過

去
６
カ
月
間
に
３
カ
月
以
上
継
続

し
て
介
護
し
て
い
る
こ
と

③�

要
介
護
高
齢
者
・
介
護
者
と
同
一

世
帯
の
全
員
が
、
市
民
税
所
得
割

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

※�

特
別
障
害
者
手
当
ま
た
は
経
過
的

福
祉
手
当
の
受
給
者
は
対
象
外

要
介
護
高
齢
者
１
人
に
つ
き
、
６

万
円
を
支
給

介
護
者
の
身
分
を
証
明
で
き
る
も

の（
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）、
介
護

者
名
義
の
通
帳

８
月
１
日（
木
）～
９
月
２
日（
月
）

を
お
持
ち
の
上
、
直
接

本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
高
齢

者
福
祉
Ｇ（

２
６
７
３
）ま
た
は
各

支
所
、
甑
島
振
興
局

▲市▲市

▲市

▲市

▲回答フォーム

▲県
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浦
之
名

５
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命
時／ 7月25日（木） 
９時30分～11時45分
13時00分～16時00分
所／向田公園
問合先／市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

山
下

　
　爲
藏

下
青
木

　テ
ル

大
當

　
　里
子

原
田

　
　勝
子

春
田

　
　キ
リ

有
馬

　
　健
二

藤
本

　
　孝

上
永
野

　ナ
イ

東

　
　
　利
明

山
本

　
　キ
ミ

一
松

　
　マ
ツ
ヱ

森
永

　
　健
太
郎

寺
岡

　
　典
子

山
田

　
　忠
實

山
口

　
　榮
子

﨑
原

　
　安
夫

田
上

　
　キ
ヨ
子

紙
屋

　
　チ
ヅ
子

小
田
𠩤𠩤

　マ
サ
子

下
甑
地
域

町
田

　
　桜さ

ら愛

川
内
地
域

（
氏
　名
）

霧
島

　
　孝
子

神

　
　
　彰
男

德

　
　千
惠
子

梅
木

　
　ス
ミ
子

比
良

　
　秀
德

兒
玉

　
　行
生

矢
崎

　
　康
二

前
迫

　
　菊
男

八
木

　
　峰
男

古
里

　
　奈
美
子

※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

市民の動き（6月1日現在）

市内交通事故の発生状況（累計）
（R6/1/1 ～ R6/5/31）

区　分 件　数
交通事故 78 件（前年比 − 2 件）
死　　者 1 件（前年比±   0 件）
負 傷 者 83 件（前年比 − 3 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R6/1/1 ～ R6/5/31）

区　分 件　数
火　災 12 件（前年比 −     8 件）
救　急 1,900 件（前年比 − 139 件）
救　助 16 件（前年比 ＋     6 件）

※枯れ草などを焼却する時は、必ず消防署へ届け出ましょう。
　火の取り扱い・始末には十分注意してください。

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課へ（内線 2450）

税の納期（7月分）
税　目 納期限

固定資産税２期 7月31日（水）
国民健康保険税１期 7月31日（水）

■総人口 90,970人（− 57人）
　男　性 44,288人（− 16人）
　女　性 46,682人（− 41人）
■世帯数 46,631世帯（＋ 9世帯）

 vol. ７

５
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

　今回の写真は、平成 17 年７月にサンアリーナせ
んだいで開催した第１回薩摩川内市地域対抗バレー
ボール大会の様子です。Ａブロックでは祁答院地域、
Ｂブロックでは水引地区が初代優勝チームに輝き、
大いに盛り上がりました。
　今年は７月 14 日（日）に「市誕生 20 周年記念事業
第 20 回地域対抗バレーボール大会」として開催しま
す。どんな激戦が繰り広げられるのか楽しみです。

▲広報薩摩川内No.20より

今年も熱い戦いになりそう
な予感だつん

222024.7.10 広報

▲�竹紙100ノート（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
番
22
号
　

　
　
　
　
　
　
　
薩
摩
川
内
市
秘
書
広
報
課
内

８９５　８　６ ５　０郵送の際は
63 円切手を
貼付くださ
い。

住
　
所

氏（
フ
リ
ガ
ナ
）名

電
話
番
号

ペ
ン
ネ
ー
ム

年
齢
　
　
　
　
　
歳

　
行

読

者

の

ひ

ろ

ば

切り取ってご利用ください。

2024.7月号

　秘書広報課では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写
真などを募集しています。住所・氏名・年齢・連絡先・
ペンネームを明記の上、はがき・封書・メールで投稿く
ださい。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁秘書広報課内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート（Ａ５版）をプレゼント
します。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和６年
7月31日（水）消印有効
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※�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
な
ど
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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読 者 の ひ ろ ば

投稿・問合先／本庁秘書広報課企画総務・広聴広報G（内線4122）
　　　　　　　　 koho@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。
【締切】 ７月 31 日（水）消印有効【締切】 ７月 31 日（水）消印有効

　上記締め切りまでにお便りを頂いた方の中から抽選で、
「Kit café」のお食事券（300円）を20人にプレゼント。（※ハン

バーガーを注文された方に限ります。）
　看板メニューの「Kitバーガー」は、ジューシーなお肉と
トマト、レタスを挟んだ一品。４種類の自家製オリジナル
ソースを選ぶことができ、自分好みのバーガーにすること
ができます。他にもさまざまな種類のバーガーやサイドメ
ニューなど、豊富な品揃えで、パスタや鉄板メニューも提
供しています。

Kit café
住  中郷四丁目 148 番地
営  昼  火～金 　　 11：00 ～ 15：00
　 　  土・日・祝  10：00 ～ 15：00
　 ※夜は要予約（月～日）
休  月曜日

 （41）4677 ●●
●●

育英地区
コミュニティセンター
育英地区
コミュニティセンター

育英小学校育英小学校

267

川
内
川

Kit café →至東郷町→至東郷町

▲︎Instagram

▲︎ K
キット

it c
カ フ ェ
afé  （外観） ▲︎ Kit バーガー

早
い
も
の
で
！

　
薩
摩
川
内
市
誕
生
20
周
年
は
私
に
と
っ
て

大
変
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
と
い
う
の
も
、

初
孫
の
誕
生
日
が
20
年
前
の
10
月
12
日
な
の

で
す
。
済
生
会
川
内
病
院
で
誕
生
し
、
そ
の

夜
に
テ
レ
ビ
局
の
方
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
来

ら
れ
て
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
孫
が
早
い

も
の
で
20
歳
に
な
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
元
気

で
い
ら
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
家
族
と

孫
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ひ
ー
こ
ち
ゃ
ん（
71
歳
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
と
の
出
会
い

　
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ジ
ム
は
最
高
で
す
！
緑
の
切
れ
込
む
先
に

ポ
ン
と
置
か
れ
た
中
郷
池
。
目
を
細
め
る
と

ど
こ
か
の
南
国
リ
ゾ
ー
ト
か
の
よ
う
に
見
え

る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
き
っ
と
こ
ん
な
に
素
晴

ら
し
い
ジ
ム
は
め
っ
た
に
無
い
で
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
好
き
の
私
は
川
内
川
の
堤
防

が
か
な
り
気
に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
雨
や

暑
い
日
は
な
か
な
か
歩
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
ジ
ム
と
出
会
い
ま
し
た
。

　
両
親
の
介
護
や
自
分
の
老
い
へ
の
不
安
の

中
、
ジ
ム
で
出
会
っ
た
素
晴
ら
し
い
方
た
ち

と
の
会
話
で
、
本
当
に
救
わ
れ
ま
し
た
。
来

月
、
市
外
へ
引
っ
越
し
ま
す
が
感
謝
で
す
。

び
わ
こ（
64
歳
）

旬
の
ラ
ッ
キ
ョ
ウ

　
食
欲
を
そ
そ
る
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の
匂
い
が

漂
っ
て
い
る
。
な
ん
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
匂
い

だ
ろ
う
。
心
ま
で
ウ
キ
ウ
キ
。
酢
漬
け
に
し

よ
う
か
？
い
や
、
塩
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
も
お
い
し

い
。
薄
く
切
っ
て
塩
コ
ン
ブ
と
和
え
て
も
お

い
し
い
し
、
醤
油
漬
け
、
味
噌
漬
け
、
な
ん

で
も
お
い
し
い
。

　
い
ろ
い
ろ
な
季
節
で
旬
を
感
じ
、
天
の
恵

み
を
受
け
て
生
活
す
る
。
あ
あ
素
晴
ら
し
い
、

あ
り
が
た
や
。

プ
ル
メ
リ
ア（
66
歳
）

感
謝
の
折
り
紙

　
時
々
、
図
書
館
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
大

河
ド
ラ
マ
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、
入
口
右
奥

に
は
紫
式
部
の
本
が
置
か
れ
、
壁
に
は
着
物

姿
の
折
り
紙
が
す
て
き
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

折
り
紙
好
き
の
私
は
通
う
う
ち
に
ど
う
し
て

も
着
物
姿
を
折
り
た
く
な
り
、
受
付
に
声
を

掛
け
る
と
ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
折
り
方
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
帰
宅
後
、
何
枚
も
折
り
紙
を
折
っ
て
友
達

や
知
人
に
送
る
と
、
皆
さ
ん
喜
ば
れ
ま
し
た
。

今
回
、
図
書
館
の
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
が
う
れ

し
く
て
ペ
ン
を
取
り
ま
し
た
。
そ
の
節
は
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

う
～
ち
ゃ
ん（
79
歳
）
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　　　　　　 ※音声案内後に内線番号を押してください。

閉庁日および時間外    0996（23）5115

■編　集

本庁未来政策部秘書広報課
koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所など

樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173番地
　　　　　　  0996（37）3111   0996（37）2252
入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33番地
　　　　　　  0996（44）3111   0996（44）3117
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362番地
　　　　　　  0996（42）1111   0996（42）0767
祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67番地
　　　　　　  0996（55）1111   0996（55）1021
甑島振興局　〒896-1201　上甑町中甑481番地1
　　　　　　  09969（2）0001   09969（2）1490
　里市民サービスセンター　〒896-1192　里町里1922番地
　　　　　　  09969（3）2311   09969（3）2912
　鹿島市民サービスセンター　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457番地10
　　　　　　  09969（4）2211   09969（4）2672
下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819番地
　　　　　　  09969（7）0311   09969（7）0753
消防局　　　〒895-0072　中郷町5031番地1
　　　　　　  0996（22）0119   0996（20）3430
水道局　　　〒895-0074　原田町22番10号
　　　　　　  0996（20）8500   0996（20）8512

■
　

広報電話

0120（894）256
※ 夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報

が電話で確認できます。

やくしょにコール

問合先／�本庁未来政策部秘書広報課（内線 4122）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」
　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」や「薩摩川
内市議会だより」を読むことができます！ダウンロードして
ぜひご利用ください。

担当者の声

川 内川の水面を切り裂くように進む競技艇。そこは私
の青春の場所でした。私は高校時代に漕艇（ボート）

部に所属し、毎日のように川内川で艇を漕いでいました。高
校を卒業してから県外へ進学・就職をしていましたが、今年
16年振りに本市へ帰ってきました。帰って来て早々、郷愁
に駆られて古巣である漕艇部に顔を出すと、私の時代には無
かったスピードコーチなるものが艇に取り付けられていまし
た。どうも、GPSを使ってリアルタイムで艇のスピードと
漕いだ距離を測れるという優れものらしいです。これも一種
のDX（デジタル・トランスフォーメーション）なのかもしれ
ません。便利な時代になったものです。
　思えば今の私たちの世代も、先人たちの工夫や変革によっ
て大変便利に、生きやすくなっています。そんな先人たちに
感謝しつつ、私たちが今できる工夫や変革（DX）を頑張って
行い、後の世代の人たちがより便利に、より良く生活できる
ようにしたいと思います。　　　　　　　　　　　　（末永）

　表紙の写真は、中央公民館で行われたパソコン教室の様子で
す。新たなことを学ぼうと多くの方が参加し、講師に積極的に質
問したり、時に助け合ったりと皆さん和気あいあいと受講してい
ました。
　パソコン教室では、講習のあと練習問題に取り組み、受講者の
１人は「たくさん学んで、パソコンを使ってメールの送信などが
できるようになりたい」と話していました。
　皆さんも身近なものからデジタル化できるものを見つけ、日々
の生活や暮らしの手続きなど、少しでもより良いものにしてみま
せんか？

◎今月の表紙
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キジカケル突撃レポート！
薩摩川内市デジタル地域通貨プラットフォーム  つんPay×SDGsポイント
令和６年度薩摩川内市職員募集
祝薩摩川内市誕生20周年 
市長と振り返る薩摩川内市誕生20周年
深ボリ！企業のチカラ
薩摩川内市で「働く」をサポートします！
みんなの119
みんなで防ごう〜農林作物への有害鳥獣被害〜
後期高齢者医療制度の対象者の皆さんへ
行こうよ！図書館へ
人のとなりに
まちの話題
情報掲示板
うぶごえ・おくやみ
読者のひろば
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申込・問合先／広告代理店：㈱ジチタイアド　　092（716）1404 広告
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（薩摩川内市役所）
Facebook

（薩摩川内市）
Instagram

薩摩川内市
チャンネル（　　  　　　）
YouTube

（薩摩川内市）
ホームページ X

（公式薩摩川内市役所）


